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１．MRT プログラムの目的 

金沢大学医学類は，優秀な医師を養成して社会に送り出すのはもちろんのこ

と，基礎医学研究者および研究を通して明日の医療を開拓する人材（研究医

physician scientist）の育成を，ミッションとしています。  

  生命の基本原理の解明に取り組む “基礎医学研究者”や，病気のメカニズ

ムの解明や新しい治療法を開拓する“研究医”の育成への取り組みとして，平

成２４年度（2012 年度）よりあらたにメディカルリサーチトレーニング（MRT）

プログラムを開設しています。このプログラムは，希望する学生が，授業の空

き時間や夕方以降，休暇期間を利用して，各研究室で行われている研究，ゼミ

ナールや論文講読会に参加するものです。また，国内の他大学との交流や海外

に行くことにより，意識の高い若手と触れ合うこともたいへん有意義でしょ

う。これらの活動に参加することにより，医学研究への興味関心（リサーチマ

インド）を育てていただきたいと願っています。なお，本プログラムは，平成

２７年度（2015 年度）入学生から，医学類の正式授業科目（選択科目）とな

りました。 

このプログラムを通して，学生の段階から医学研究の大切さや面白さを理解

し，将来，研究のできる医師となり，次世代の医学研究者や医療人のリーダー

として活躍されることを期待しています。 
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２．MRT プログラムの概要 

MRT プログラムでは，学生の皆さんが研究室に参加しやすいあたらしいシ

ステムを作り，受け入れ研究室の教員の熱意と工夫により，学生のやる気をサ

ポートします。 
  年間を通して，本プログラムの内容を学生の皆さんに知ってもらうととも

に，参加への意欲を喚起するねらいで，ゼミ「Medical Science 入門」を開講し

ます。積極的に参加してください。プログラムの主体は，「研究活動」と「少

人数ゼミ」からなります。 研究活動は，まず所属する研究室を決定し，その

後いつでも開始できます。教員の指導のもとに実際に研究を行う他に，論文講

読や学会にも参加できます。学生が希望の研究分野主任に直接相談して，所属

する研究室を決定します。遅くとも，第３学年『基礎研究室配属』終了後（１

２月）までに研究室を決定します。 MRT プログラム担当教員（３４ページ）

が“研究室さがし”のお手伝いをします。 “MRT プログラム所属研究分野届

け”を第３学年１２月までに提出してください。 少人数ゼミは，各研究室の

最新の研究成果をわかりやすく説明するリサーチゼミと，英語によるプレゼ

ンテーションとディスカッション能力をみがく，英語コミュニケーションゼ

ミからなります。 

医学類正式授業科目の『基礎研究室配属』は，本プログラム参加学生におい

ては，プログラムで選択した研究室（基礎系研究室を選択した場合）で行うこ

とを原則とします。 学士入学生には本プログラムへの参加を特に推奨します。

プログラム参加学生は，第６学年１２月末までに“MRT プログラム修了認定

申請書”（研究成果の要旨を記載）を医学類長に提出します。修了と判定され

た場合には，卒業時に修了証書が授与されます。  

本プログラムに参加後，中途でやめることがあっても，卒業判定には全く影

響がありません。また，中途で研究室を変更することは可能です。 

MRT プログラムでは様々な連絡事項や情報交換をメーリングリストにて行っ
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ています。このメーリングリストは MRT プログラム参加者のみならず，MRT

の活動に興味を持つ医学類生も登録することが可能です。登録を希望する人は

MRT 担当教員（河﨑・kawasaki@med.kanazawa-u.ac.jp）までご連絡ください。 

 
 

ＭＲＴプログラム実績 

年度 
所属 

学生数 

研究業績 

(学会・論文発表等) 

成果数 

修了認定者 

平成 24（2012） 18 ― ― 

平成 25（2013） 38 ― ― 

平成 26（2014） 64 ― ― 

平成 27（2015） 83 5 7 

平成 28（2016） 89 13 3 

平成 29（2017） 122 13 3 

平成 30（2018） 125 15 7 

令和元（2019） 134 17 7 

令和 2（2020） 141 5 8 

令和 3（2021） 133 5 3 

令和 4（2022） 136 8 3 

令和 5（2023） 139 6 4 

令和 6（2024） 147 6 4 

 

３．MRT プログラムのカリキュラム

 

学年 1 2 3 4 5 6

10月  7月
Medical Science 入門

少人数ゼミ

研究活動

基礎研究室配属

所属研究室決定期限
（第３学年１２月）
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・Medical Science 入門（第 1 学年 10 月―第２学年 7 月まで） 

医学研究の面白さ，生命現象の不思議さ，研究に対する取り組み方などを６回

に分けて紹介します。それぞれの分野で活躍されている先生方が，わかりやすく

説明してくれます。是非，研究に対する興味を高めてください。ゼミの予定はホ

ームページに掲示します。 

 

 

・少人数ゼミ（リサーチゼミ）（第２学年７月～） 

MRT プログラム参加教室の先生によるオムニバス形式の講義で，研究室での

研究内容をわかりやすく解説してもらいます。最先端の研究に触れてください。

ゼミの予定はホームページに掲示します。 

 

 

・少人数ゼミ（英語コミュニケーションゼミ） 

１）MRT プログラム参加研究室での科学論文の読み方やプレゼンテーション

の指導，２）外国人教員による英語コミュニケーションクラス，３）外国人研究

者による研究セミナー，４）短期海外医学研修プログラムからなります。英語コ

ミュニケーションクラスと短期海外医学研修プログラムは，H26 年度から開始

しました。 

１）英語科学論文講読・プレゼンテーションゼミ 

所属研究室で，週一回程度開催されるゼミで，英語論文の読み方，ディスカ

ッション，研究成果のプレゼンテーションを学びます。詳細は，指導教員と

相談してください。 

 

２）英語クラス（English Communication Seminar） 

Native English speaker のシュナイダー（Andrew Schneider）先生による少人数
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の医学英語クラスに無料で参加できます。医学英会話，プレゼンテーション

とディスカッションを通して，使える生きた医学英語を楽しく習得できます。

参加方法については，ホームページをご覧ください。 

３）英語研究セミナー 

海外の研究者による研究発表会に参加し，ヒアリング，プレゼンテーショ 

ン，ディスカッションについて学びます。ホームページ，ポスター掲示，メ

ーリングリストで案内をします。 

４）米国ニューヨーク・プレクラークシップ海外医学研修プログラム 

４，５年生を対象とした米国ニューヨーク市に滞在しての英語での医学研修

（NYC プレクラークシップ英語研修）に参加できます。集中医学英語講座， 

臨床医学シミュレーション，救急医学トレーニング，その他ニューヨーク 

の病院見学など約２週間のプログラムです。参加方法については，ホームペ

ージをご覧ください。 

 

 

・研究活動 

本冊子の研究室紹介，Medical Science 入門やリサーチゼミなどを参考にして，

興味のある研究室のプログラム担当者（１０ページ以降の研究室紹介ページに

記載の連絡先をご覧ください）に積極的にコンタクトをとり，研究室への参加に

ついて相談してください。研究室が決まれば，さっそく研究活動に参加してみま

しょう。自分の手で実験をしてみると，研究の面白さや難しさがよく分かります。 

また，講読会や学会にも積極的に参加し，論文紹介，演題発表，意見交換等を

行ってみてください。どの様にすればわかりやすいプレゼンテーションができ

るか等，非常に勉強になると思います。MRT プログラムに参加している学生の

皆さんが一同に会するリトリートも年に数回行われ，情報交換や研究の成果を
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発信する機会も得られます。さらに，研究活動を行っている日本の医学生が集う

学生研究発表会・関東リトリート・全国リトリートに参加し全国レベルでの交流

や発表も行えます。 

MRT プログラムにおける研究活動は，通常，授業の空き時間や夕方以降，休 

暇期間を利用して行いますが，第３学年に行われる基礎研究室配属の期間は終

日研究活動を行うことが出来ます。思いきり研究に浸ってください。自分の行っ

てきた実験を基に論文の作成や学会発表も目指せます。 

 
 

４．MRT プログラムの単位認定について 
平成２７年度より，ＭＲＴプログラムを正式な医学類専門科目（選択科目）

となりました。内容は，以下のとおりです。“医学類履修・学生生活の手引”

も参照ください。 

 
授業科目名 単位 該当するＭＲＴプログラム 

医学研究実践 7 ・研究活動 

医学研究プレゼンテーション 2 
・英語科学論文講読・プレゼンテーションゼミ 

・英語研究セミナー 

最新医学研究 2 
・Medical Science 入門 

・少人数ゼミ（リサーチゼミ） 

英語コミュニケーション 4 
・英語クラス 

(English Communication Seminar) 

実践医学英語 2 
・米国ニューヨーク・プレクラークシップ海外医

学研修プログラムほか 
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５．MRT プログラム受講手続き及びプログラム修了

の認定 

“MRT プログラム所属研究分野届出書”（様式１）は，原則，第３学年１２

月までに（これ以降も第５学年１２月までは登録受付可能なこともありますの

で医学学務係にご相談ください。），“MRT プログラム修了認定申請書”（様式

２）は第６学年１２月までに，医学学務係に提出してください。同時に複数の

研究分野に所属することはできませんので，所属研究分野の変更を希望する場

合は，“MRT プログラム研究分野変更届”（様式３）を医学学務係に提出して

ください。各様式は医学類ホームページ上のメディカルリサーチトレーニング

プログラム Web サイトからダウンロードできます。成績は，６年次の最終学

期に評価されます。修了認定申請書と医学研究特設プログラムの科目で９単位

以上修得がプログラム修了認定の条件です。 
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６．MRT プログラム参加研究分野 
 
No. 研究分野等 代表者 

1 組織細胞学（新学術創成研究機構 社会脳発達研究ユニット） 西山 正章 教授 

2 機能解剖学 尾崎 紀之 教授 

3 神経解剖学 堀   修 教授 

4 血管分子生理学 内藤 尚道 教授 

5 統合神経生理学 三枝 理博 教授 

6 分子遺伝学 倉知  慎 教授 

7 血管分子生物学 山本 靖彦 教授 

8 人体病理学 原田 憲一 教授 

9 細菌学 藤永 由佳子 教授 

10 国際感染症制御学 所  正治 教授 

11 衛生学・公衆衛生学 原 章規 准教授 

12 幹細胞免疫制御学 渡会 浩志 教授 

13 脳神経医学 河﨑 洋志 教授 

14 革新ゲノム情報学 田嶋  敦 教授 

15 子どものこころの発達研究センター 横山  茂 教授 

16 脳神経内科学 小野 賢二郎 教授 

17 精神行動科学 菊知  充 教授 

18 核医学 絹谷 清剛 教授 

19 皮膚分子病態学 松下 貴史 教授 

20 肝胆膵・移植外科学 八木 真太郎 教授 

21 脳神経外科学 中田 光俊 教授 

22 泌尿器集学的治療学 溝上  敦 教授 

23 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 吉崎 智一 教授 

24 腎臓・リウマチ膠原病内科学 岩田 恭宜 教授 

25 免疫学 華山 力成 教授 

26 法医学 塚  正彦 教授 

27 遺伝子・染色体構築学（がん進展制御研究所） 平尾  敦 教授 

28 腫瘍分子生物学（がん進展制御研究所） 高橋 智聡 教授 

29 分子病態学（がん進展制御研究所） 後藤 典子 教授 

30 腫瘍遺伝学（がん進展制御研究所） 大島 正伸 教授 

http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#1
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#2
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#3
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#4
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#5
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#6
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#7
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#9
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#10
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#15
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#16
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#17
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#21
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#22
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#23
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#24
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#25
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#27
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#28
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#29
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#32
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#35
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#36
http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#37
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No. 研究分野等 代表者 

31 疾患モデル分野（実験動物研究施設） 大黒 多希子 教授 

32 疾患解析プローブ・ケミカル分野（アイソトープ総合研究施設） 北村 陽二 准教授 

33 疾患オミクス分野（研究基盤支援施設） 堀家 慎一 准教授 

34 代謝生理学（新学術創成研究機構 栄養・代謝研究ユニット） 井上  啓 教授 

35 神経発生学（新学術創成研究機構 数理神経科学ユニット） 佐藤  純 教授 

36 内分泌・代謝内科学 篁  俊成 教授 

37 細胞分子機能学 安藤  仁 教授 

38 腫瘍細胞生物学(がん進展制御研究所) 平田 英周 教授 

39 先鋭科学融合研究分野 齋藤  敦 教授 

40 循環器内科学 高村 雅之 教授 

41 感染症科学・臨床検査医学 金森  肇 教授 

42 消化管外科学／乳腺外科学 稲木 紀幸 教授 

43 整形外科学 出村  諭 教授 

44 がん・老化生物学研究分野（がん進展制御研究所） 城村 由和 教授 

45 免疫環境ダイナミクス研究分野（がん進展制御研究所） 岡本 一男 教授 

46 機能ゲノミクス研究分野（がん進展制御研究所） 鈴木 健之 教授 

47 ゲノム生物学研究分野（がん進展制御研究所） 磯﨑 英子 教授 

http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#38
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機能解剖学 
連絡先：尾崎 紀之  

TEL：076-265-2156，e-mail：kaibou2@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
痛みは生体の警告系として重要であるが，必要以上に強い痛みや慢性的な痛

みは私達を苦しめる。内臓痛や筋骨格系疼痛，頭痛などは頻度が高く，臨床的

にも重要であるがその機序はよくわかっていない。新たな痛みの治療法を開発

するために，さまざまな疼痛モデル動物を用いて疼痛の発生および維持のメカ

ニズムを明らかにすることに特に力を入れている。また，慢性痛は原因がわか

っていなかったり，痛みを引き起こす原因が取り除かれても長期に続いたりす

るため，警告系としての役割は無く，不安や抑うつ状態などを引き起こして生

活の質を低下させる。慢性痛モデルを用いて，慢性的に痛みが続く機序や不安

や抑うつ状態を引き起こす機序を明らかにする研究にも取り組んでいる。 
 
 
 

 

組織細胞学（新学術創成研究機構 社会脳発達研究ユニット） 

連絡先：西山 正章 

TEL：076-265-2150，e-mail：nishiyam@staff.kanazawa-u.ac.jp  
研究内容の紹介 

  私たちは発達障がい・がん・老化・不妊症など，基礎医学と臨床医学の架け橋になるよ

うな研究をしています。治せない病気を治すために，世界一流を目指す研究者を養成しま

す。医学研究の教育はどこにも負けません。一生を共にする研究と仲間に出会い，自由な発

想で新しい世界を創造して，100年先の未来に夢と希望をもたせる大発見をしましょう！ 

 私たちは培養細胞（ES細胞，iPS細胞，神経細胞，がん細胞など）や遺伝子改変マウスを

用いた研究を行っています。分子生物学的手法に加え，ゲノム編集，次世代シークエンサ

ー，二光子励起顕微鏡，オルガノイド培養，光遺伝学，人工知能など最先端のテクノロジー

を駆使して，新しい生命現象の解明や疾患治療法の確立を目指しています。 

 私たちの教育を知ってもらうためには，まずはジャーナルクラブへの参加をお勧めしま

す。人生の成功を渇望する人には，最高のパラダイスであり，インキュベーターでありた

い，というのがラボポリシーです。必死で頑張れば，きっと今までに見たことのない美しい

景色が見えてくるはずです。私たちと知的好奇心を刺激する美酒に酔いましょう！ 

  http://ana1.w3.kanazawa-u.ac.jp/jc 
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神経解剖学（旧名称第 3解剖） 
連絡先：堀 修 

TEL:076-265-2162, e-mail：osamuh3@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 
 
脳内には，高度なネットワークを構築して情報のやり取りを行う神経細胞の

他，脳という特殊な環境を維持して神経活動をサポートするグリア細胞，そし

て血管細胞など複数の細胞で構成されています。このうち，神経細胞は環境の

変化，即ちストレスに非常に弱く，容易に機能障害，更には細胞死に至ること

が知られています。一方，グリア細胞，その中でもアストロサイトはストレス

適応力が強く，過酷な環境でも生き延び，神経保護や組織修復に働くと考えら

れています。これまで当研究室では，低酸素などのストレス下で培養したアス

トロサイトから複数のストレス遺伝子，特に小胞体ストレス応答遺伝子をクロ

ーニングし，それらの機能解析を足がかりに，脳内におけるストレス応答の重

要性を明らかにしてきました。現在，脳卒中，神経変性疾患，外傷，更には精

神疾患など，様々な神経疾患モデルマウスを用いて，細胞毎のストレス応答の

違いとその重要性を明らかにしています。今後，ストレス応答を起点とした新

たな神経保護法の開発を目指していきたいと考えています。 

 
 
血管分子生理学 
連絡先：内藤 尚道  
TEL：076-265-2165，e-mail：hinaito@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
全身に張りめぐる血管は，循環ネットワークを形成して，組織に血液を届け，

老廃物を除去することで，生命維持を担っています。近年，血管は血液を輸送

する単なる導管ではなく，周囲の細胞と活発に相互作用することで，組織の機

能を支え，組織の恒常性を維持していることが明らかになっています。また血

管は癌，心筋梗塞など様々な疾患の病態形成に重要であることが知られていま

す。 
私たちの研究室では，このように生命現象と深く関わる血管の研究を通じて，

さまざまな生理現象や疾患病態の解明を目指しています。基本的な分子生物学

的手法に加えて，最先端の高解像度イメージング技術や１細胞遺伝子発現解

析，マルチプレックスイメージングを応用することで，血管内皮細胞や周皮細

胞の未知なる機能の解明に取り組み，疾患の治療につながる基礎医学研究を目

指しています。 
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統合神経生理学 
連絡先：三枝 理博  
TEL：076-265-2173，e-mail：mieda@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

 
行動や様々な生体機能（睡眠，体温，ホルモン分泌，自律神経機能，等々）は，約

２４時間周期の概日リズム（サーカディアンリズム）による調節を受けます。したが

って，概日リズムの乱れにより様々な健康障害・疾患リスクが増大します。 
視床下部の視交叉上核に存在する体内時計が中枢概日時計として機能し，概日リズ

ムを発振します。当研究室では,様々な遺伝子改変マウスに，電気生理学，薬理学，組

織学，行動学，光遺伝学，分子生物学などの手法を適用し，中枢概日時計の神経ネッ

トワークのメカニズムや，中枢概日時計が行動や様々な生体機能を制御する神経メカ

ニズムについて，研究しています。また，中枢概日時計の乱れにより行動や生体機能

にどのような問題が生じるのかを明らかにし，さらにその乱れを正すために中枢概日

時計を自由自在に操作できる技術の開発を目指しています。実験や研究を体験したい

方から，学会発表や論文発表を目指す方まで，興味・やる気のある方は歓迎します。 
 

 
 
分子遺伝学 
連絡先：倉知 慎 
TEL：076-265-2176，e-mail： kurachi@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
T 細胞分化研究から「免疫記憶」を解き明かす 

免疫学的記憶は専ら B 細胞と T 細胞によって担われています。なかでも CD8 陽性 T 細

胞(Cytotoxic T Lymphocyte; CTL)はその精密な抗原認識力や強力な細胞傷害性から，生

体内異物に対して最終的な防御機能を果たしています。免疫システムの最大の特徴であ

る「免疫記憶」を理解し，CTL 分化を最適化してワクチン・癌免疫療法など臨床応用を発

展させるためには，CTL分化の分子機序を解明する必要があります。私たちは，CTL分化

を調節する転写因子に着目して，遺伝子発現を統御する転写因子群の分子間相互作用と

階層性，さらに転写因子が調節するゲノムワイドなエピジェネティックスの変遷を明ら

かにして，CTL 分化プログラムの分子機序を解明することを目指しています。生命科学に

とって最も重大なテーマの一つである「免疫記憶」の謎を一緒に解き明かしましょう。免

疫学は難しい印象があるかもしれませんが，予備知識や実験経験がなくても大丈夫。一つ

一つの実験手技や知識の習得に加えて，論理的思考法，プレゼンテーション技術，医学英

語なども習得し，将来様々な分野で活躍できる基礎を学びましょう。詳しい情報は研究室

の HP を見て下さい。（http://molgenet.w3.kanazawa-u.ac.jp/wordpress/） 

 

http://molgenet.w3.kanazawa-u.ac.jp/wordpress/
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血管分子生物学 
連絡先：山本 靖彦  
TEL：076-265-2182，e-mail：yasuyama@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
生体はグルコースをはじめとする糖質を消費し，エネルギー源である ATP

を産生することで生命活動を維持している。しかし同時に生体内の糖質はさま

ざまなタンパク質・脂質・核酸と非酵素的に反応することで後期糖化反応生成

物（advanced glycation end-products, AGEs）を形成してしまう。最近ではこのよ

うな老化を促進し，加齢に伴う現象は“糖化ストレス”とも称されている。例

えば高血糖状態である糖尿病は生体内でこのような反応を促進し，動脈硬化・

糖尿病腎症・糖尿病網膜症などの血管合併症を引き起こす。糖化ストレスが関

わる加齢疾患・代謝疾患・神経変性疾患などを AGEs 側から，さらに AGEs の
受容体（receptor for AGEs, RAGE）側からも生化学的・分子生物学的・実験動

物学的アプローチを用いて研究し，分子標的治療薬の開発・応用にも取り組ん

でいる。最近では，糖化消去酵素 glyoxalase 1 の発現誘導の研究を進めており，

さらに RAGE の自然免疫としての機能のみならず新たな愛情ホルモンとして

知られているオキシトシンの生理作用にも関わることが分かってきたため，研

究の領域は炎症・免疫・幹細胞・がん・老化・神経内分泌・精神疾患・愛情の

サイエンスにも拡がってきている。 
 

 
 
人体病理学 
連絡先：原田 憲一 
TEL：076-265-2195，e-mail：kenichih@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
当教室では，肝臓病の正確な病理診断および新しい治療法の開発など臨床応

用を見据えた肝胆道系疾患の基礎的研究を行っています。特に，ウイルス性肝

炎，非アルコール性脂肪性肝炎（NASH），薬物性肝障害，自己免疫性肝炎，原

発性胆汁性胆管炎（肝硬変），肝内結石症，胆道閉鎖症，IgG４関連硬化性胆管

炎を中心とした病態生理の解明や病型分類の提唱，また肝硬変患者への治療を

目的とした脱線維化機構の解析，さらに肝細胞癌や胆管細胞癌の発癌機構につ

いて，免疫病理学および分子病理学的解析を進めています。また，再生医療の

確立に向け，ヒト肝臓の胆管再生および stem cell の探求も行っています。 
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細菌学 
連絡先：藤永 由佳子  
TEL：076-265-2200，e-mail：yukafuji@med.kanazawa-u.ac.jp  
研究内容の紹介 

 

グラム陽性嫌気性菌であるクロストリジウム属菌には，ボツリヌス菌，破

傷風菌など重篤な疾患を引き起こす菌種が存在することが知られています。

一方で，クロストリジウム属菌は人の消化管にも多く常在し，正常な腸内細

菌叢を構成する重要な菌種を含んでいます。当研究室では，このように生体

の恒常性維持と疾患に深く関連している本属菌を主な研究対象としていま

す。我々はこれまでに，ボツリヌス菌が産生するボツリヌス毒素が，巧妙な

分子機構で体内に侵入する機構を明らかにしてきました。このような研究を

発展させて，外来病原性因子と粘膜バリアの相互作用に関する基礎的研究や，

上皮バリアを通過して薬物やワクチン抗原を送達する DDS への応用，組織工

学への応用，新規治療薬の開発などに挑戦しています。 
 

 
 
国際感染症制御学（寄生虫学・ウイルス学） 
連絡先：所 正治  
TEL：076-265-2821，e-mail：para@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
 本研究室は，寄生虫およびウイルスを対象とした感染症疫学研究を専門

とする。新型コロナウイルスのパンデミックに際しては，石川県民を対象

とした新型コロナ抗体保有調査を担当した。また，海外におけるフィール

ド調査としては，ケニアにおける HIV/AIDS 陽性学童を対象とした腸管寄生

原虫の調査や，インドネシアの新生児コホートを基盤とした腸内原虫叢の

初期定着動態の評価研究などを進めている。 

 寄生虫は主に撲滅すべき対象として扱われてきたが，実際には多くの非

病原性・片利共生タイプの寄生虫が存在する。人類の進化とともに共存し

てきたこれらの寄生虫は，ヒトの腸管免疫の恒常性に関与し，特に免疫寛

容の成立において一定の役割を果たす可能性がある。そこで，非病原性原

虫をもちいた，特にアレルギー・自己免疫疾患を対象とした新たな治療法

の開発が，多数の外国人院生とともに進められている。 

 

 

mailto:atajima@med.kanazawa-u.ac.jp
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衛生学・公衆衛生学 
連絡先：原 章規  
TEL：076-265-2217，e-mail：hara-akinori@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
当研究室の主な研究テーマは疫学である。疫学はヒトを対象とした研究すべ

てに渡り，当研究室では，住民を対象とした生活習慣病の疫学から，病院にお

ける疾患ベースの臨床疫学まで幅広く研究することができる。また，分子疫学

において研究対象となる遺伝情報も取り扱う。さらに疫学の基盤は統計学であ

るので，具体的な疫学データを用いてこれを習得すれば，衛生学・公衆衛生学，

予防医学の第一線にまで辿り着くことも可能である。またどの分野にも応用が

利く点では，将来の臨床医や産業医としても必ず役に立つと言えよう。具体的

な研究テーマは「石川県志賀町における生涯一貫型・全住民参加型健康づくり

研究」，「災害関連疾患とその予防法の開発」，「環境中化学物質，黄砂のアレル

ギーへの影響の評価とその分子病態の解明」などである。21 世紀は予防医学

の時代であり，その基盤の疫学を基礎から学ぶことができる。 

 
 
幹細胞免疫制御学 

連絡先：渡会 浩志  
TEL：076-265-2205，e-mail：hwatarai@med.kanazawa-u.ac.jp  

研究内容の紹介 
 
当研究室では「基礎研究の成果を臨床現場へ」をモットーに，再生・細胞医

療等，従来の医療技術では解決できない疾患治療を可能とする研究開発，従来

にない効果が期待される創薬技術開発，新規医療機器装置への応用可能な要

素技術開発を目指しています。 
MRT プログラムではこれら研究開発の下地となる分子生物学，細胞培養，

動物実験などのスキルや知識を身につけることができる他，学術論文の読み

方や研究発表などのプレゼンテーションスキルなど，幅広く習得していただ

きます。 
キーワード：免疫学，幹細胞学，iNKT 細胞，iPS 細胞，フローサイトメータ

ー，遺伝子改変マウス，一細胞解析 
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脳神経医学 

連絡先：河﨑 洋志  

TEL：076-265-2363， e-mail：kawasaki@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

 

脳神経系の研究を体得する MRTプログラム 

「脳」はおもしろい謎に満ちた臓器です。認知症などの脳神経疾患も重要です。私た

ちは脳神経系の発達や進化に重要な遺伝子を調べています。この理解は再生医学，脳

機能異常や脳神経疾患の理解にもつながります。 

 研究室では，医学英語，論理思考，プレゼン技術や実験技術を基本から指導します。

これらは将来的に必要ですが，医学類の講義ではあまり習いませんので，これらの点

を重視します。実りある時間となるように基礎的な点から丁寧に指導するので，予備

知識や経験がなくとも心配はいりません。実際に多くの先輩が学生時代に論文や学会

発表をしています。 

 研究の楽しさやおもしろさなどがわかる部活のような研究室です。疑問や質問があ

れば気軽にメールで連絡して下さい。また興味があればいつでも研究室へ遊びに来て

下さい。ワクワクする面白さを感じると思います。 

 研究室の場所は医学類Ｅ棟６階で，詳しくは下記を見て下さい。 

http://square.umin.ac.jp/top/kawasaki/ 

https://www.facebook.com/hiroshi.kawasaki.372 

 

革新ゲノム情報学 
連絡先：田嶋 敦 
TEL：076-265-2715，e-mail：atajima@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

 

生命機能は，一般に，内因（共通の生命過程と個人の特性）と外因（社会基盤を含

めた環境）との相互作用により規定され，その綻びが顕在した状態を「病気」と捉え

ることができます。次世代シークエンサーと呼ばれる高速 DNA 塩基配列決定装置など

が普及するにつれ，個々人のゲノム情報を比較的容易に取得することができるように

なり，ゲノム情報の個人差・集団間差と，様々な疾患や形質との結びつきを明らかに

することが可能となってきました。私たちの分野は，ヒト多様性の観点から，種々の

疾患・形質の成因，発生機序を理解することを目標に研究を行っています。個々の患

者における疾病原因や発症機序は非常に複雑であるため，次世代シークエンサーなど

を用いて取得された網羅的な生体分子情報（ゲノム，エピゲノムといったオミックス

データ）と，生活習慣を含む生活環境情報との統合解析からその複雑さを解きほぐし，

種々の疾患・形質の成因，発生機序を理解し，新たな医療・予防法開発の根拠となる

知見を生み出すことを目指しています。 
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子どものこころの発達研究センター 
連絡先：横山 茂  
TEL：076-265-2458，e-mail：shigeruy@med.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

当研究センターは基礎・橋渡し，臨床・社会実装及び文理融合・地域支援の３部門から構成

されており，自閉スペクトラム症を中心とする発達障がいの病態の解明と診断・治療法の開発

に取り組んでいます。MRT 学生を直接受け入れているのは基礎・橋渡し研究部門で，以下の研

究を行っています。 

1. 発症メカニズムの解明：自閉スペクトラム症のモデル動物を用い，自閉スペクトラム症

の中核症状である社会性行動障がいを神経内分泌及び神経回路形成の側面から解明しよ

うとしています。特に，オキシトシンの社会性行動調節作用に着目しています。 

2. 新規薬物の開発：社会性行動障がいを改善する薬物の創製に取り組んでいます。 

3. 画像遺伝学的研究 (Imaging genetics)：臨床・社会実装研究部部門が小児用脳磁計など

最新鋭の画像解析装置を用いた脳機能計測と診断法を開発しており，これに被検者のゲ

ノム解析を組み合わせ，新しい診断システムを確立しようとしています。 

4. 科学的根拠のある療育支援法の開発と社会実装：文理融合・地域支援部門が他の研究機

関・教育委員会と連携しながらソーシャルスキル・トレーニング（SST）アート活動など

を実施しており，これに協力してオキシトシン，ストレスホルモンを測定し，科学的根拠

を検証しています。 

 
 

 

脳神経内科学 
連絡先：小野 賢二郎 
TEL：076-265-2292，e-mail：onoken@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

脳神経系の疾患について診療や研究を行っています。

（http://neurology.w3.kanazawa-u.ac.jp/） 

主な研究テーマは，脳における蛋白質の異常な蓄積を特徴とする病気（ア

ルツハイマー病，パーキンソン病，レビー小体型認知症など）の根本的治療

法の開発，そうした疾患を正確に診断するための画像研究（PET など），免疫

の異常が原因で起こる神経系の疾患（神経免疫疾患）の研究などです。患者

さんの診察や検査から，研究室での分子レベルの実験，認知症早期発見・予

防のための地域でのフィールド研究まで，さまざまなアプローチを学ぶこと

ができます。詳細は上記の連絡先までお問い合わせください。 

http://neurology.w3.kanazawa-u.ac.jp/
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精神行動科学 
連絡先：菊知 充 
TEL：076-265-2300/2307，e-mail：mitsuruk@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
１）発達障害，２）統合失調症の 2 つの分野についての研究を行っている。発

達障害の研究では，自閉症の早期診断と新規治療法の開発を目指した研究を行

っている。研究は子どものこころの発達研究センターと協力し遂行されてい

る。統合失調症については，最大の問題である認知機能障害のメカニズムとし

て大脳皮質ニューロンの変化についての研究を行っており，各種ニューロンに

特異的でその機能に重要な役割をもつ遺伝子の発現を統合失調症と対照例の

死後脳組織を用い解析している。 
 
 
 
 

核医学 
連絡先：絹谷 清剛  
TEL：076-265-2333，e-mail：kinuya@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
核医学・放射性医薬品と聞くと恐いですか？医療の中では，放射性医薬品が

沢山使われています。診断から癌の治療まで様々な使われ方がされています。

PET（ペット）という検査のことを聞いたことはないでしょうか。癌の診療に

は不可欠な検査になっていますし，認知症などの神経・精神疾患の診断に今後

益々重要性をましてくるはずです。そのような診療の中でのデータを使った研

究（臨床研究）が数多く実施されています。皆さんの好奇心をあおり立てる画

像を沢山目にすることができるでしょう。また，実験室での放射性化合物を使

った基礎研究も，関連施設との協同で脳研究，癌研究，循環器研究など多岐に

わたることが行われています。 
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皮膚分子病態学 
連絡先：松下 貴史  
TEL：076-265-2340，e-mail：t-matsushita@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
膠原病で検出される血清中の自己抗体に関して，主要なものは医療検査とし

て測定が可能だが，通常の検査で検出できない抗体が実際には数多く存在す

る。当教室では，全身性強皮症にみられる自己抗体（抗 U3-RNP 抗体，抗 Th/To
抗体ほか）や皮膚筋炎・多発性筋炎や間質性肺炎にみられる自己抗体（抗アミ

ノアシル tRNA 合成酵素抗体，抗 Mi-2 抗体，抗 MDA5 抗体）などを免疫沈降

法で測定している。これらの自己抗体の存在が明らかになることは，各症例の

診断，治療の選択，予後の推定に非常に有用である。また，悪性腫瘍を合併す

る皮膚筋炎に検出される抗 TIF1 抗体，筋症状の強い全身性強皮症に検出され

る抗 RuvBL1/2 抗体を新規に発見し，世界的に大きな反響を受けている。 
 

 

肝胆膵・移植外科学 
連絡先：八木 真太郎  
TEL：076-265-2362，e-mail：yagi@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

臨床では肝臓，胆道（胆嚢および胆管），膵臓の癌に対する手術や肝不全に対する肝移植手

術などを行っています。肝胆膵癌は難治性の癌であり，高難度な手術技術を要します。一方で

患者さんにとっては侵襲が大きく身体的負担を強いられることもあるため，最近では腹腔鏡

やロボットを用いた低侵襲手術も積極的に取り入れています。また癌の根治のために手術の

みならず，化学療法や放射線療法と組み合わせた集学的治療の確立に積極的に取り組んでい

ます。 

この様な臨床医学を背景として，①患者さんの負担を軽減して癌を根治する研究，②肝移植に

おける臓器保存や移植免疫，③手術時の虚血再灌流障害を軽減する研究，③肝切除や部分肝移

植後の肝再生に関する研究などを進めております。具体的にはラットやマウスを用いて肝胆

膵手術における手術侵襲や癌を付加して得られた組織や血流を解析して，新たな病態解明を

進め，手術を安全に行うための予防法の開発やこれまでの手術で得られた組織標本を解析し

癌の局所進展や転移のメカニズム，化学療法による組織学的効果の解明を目指した研究やラ

ットやマウスの皮膚移植や肝移植モデルを用いて移植免疫機構を解明する研究などを進めて

います。小動物を用いた基礎実験を行うことによりマイクロサージャリーなど緻密な手術手

技を習得することもできます。そして手術をうける患者さんの負担軽減と共に難治癌の治療

成績改善に向けた取り組みの一端をご紹介できると思います。 

興味を持たれた方は，お気軽にご連絡下さい。 
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脳神経外科学 
連絡先：中田 光俊 
TEL：076-265-2383，e-mail：mnakada@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
脳神経外科学は，生命や運動，感覚，言語，人格，高次脳機能に直接関わり

を持つ中枢神経系（脳および脊髄）の外科的疾患を扱う臨床部門である。脳・

神経疾患の原因と病態を究明し，その原因を外科的手術，あるいはその他の手

段により取り去ることによって脳・神経機能を改善・回復させることを基本目

標としている。主たる対象疾患は，脳腫瘍，脳血管障害，頭部外傷，先天性奇

形，機能的疾患，脊髄疾患である。治療においてはより低侵襲的でより確実な

方法を追求し，難治性疾患に対しては，新しい治療法の開発に挑戦する。また，

脳神経外科ならではのアプローチで脳機能を解明し，21 世紀の神経科学の発

展に貢献する。 
研究は手術時摘出検体や脳腫瘍細胞株を使用した基礎研究からトランスレイ

ショナルリサーチ，臨床データに基づく臨床研究まで多岐にわたる。 

 
 

 

泌尿器集学的治療学 
連絡先：溝上 敦 
TEL：076-265-2393，e-mail：mizokami@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
（１） 前立腺癌を含む泌尿器科系癌の研究 
前立腺癌は男性の癌の中で最も発生頻度が高い癌で，その克服は大きなテー

マである。前立腺癌は男性ホルモン依存性癌であるため，その増殖に重要な役

割を有しているのがアンドロゲン受容体（AR）である。AR を介する癌の増殖

に様々なホルモン，増殖因子，がん遺伝子，転写共役因子などが関与しており，

AR に関わる様々な研究を行っている。また腎癌や膀胱癌の進展の機序をあき

らかにする研究も行っている。 
（２） 男性における尿路・性器感染症に関する研究 
 当科では，継時的に男性における淋菌・クラミジア・マイコプラズマ・human  
papillomavirus(HPV)などの感染状況に関する疫学調査，その病原体感染によ

る男性に対する影響を実施している。特に HPV 感染については，男性におけ

る感染部位の特定や，尿路性器腫瘍との関連性について，腫瘍検体・尿検体・

精液検体を用いて分子細胞学的に推定を試みている。 
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耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 
連絡先：吉崎 智一  
TEL：076-265-2410，e-mail：tomoy@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科は，聴覚・嗅覚・味覚などの感覚器を中心とする神

経科学，気道・食道などの生存に必須の臓器に対する外科学，感染・アレルギ

ー・腫瘍に関連する免疫装置，など幅広い分野が研究対象です。とくに，現在

増加しているウイルスによる頭頸部癌発癌機構，頭頸部癌の機能温存治療法の

開発，アレルギー性疾患の増加など衛生仮説に代表される環境の変化に伴う疾

病構造の変化，また，高齢者の増加に伴う嚥下機能評価とその対策などに取り

組んでいます。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

腎臓・リウマチ膠原病内科学 
連絡先：岩田 恭宜  
TEL：076-265-2499，e-mail：iwatay@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
腎臓・リウマチ膠原病内科学では，未病から疾患までの過程において，新た

な診断や，病態解析法，バイオマーカーの探索を中心とした研究を行っており

ます。具体的には，急性腎障害や慢性腎臓病，自己免疫性疾患の病態解析，診

断，活動性，予後評価の確立を試みております。また，腎臓病や自己免疫性疾

患は多臓器に障害がおこることも特徴の一つです。この臓器間ホメオスターシ

スの破綻に関与する介在因子の研究を進めています。これらの検討を通して，

腎臓病や自己免疫性疾患の新たなバイオマーカー，治療手段を確立し，予後の

改善につなげたいと考えています。 
 
 

http://mrt.w3.kanazawa-u.ac.jp/dep_detail.html#28
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免疫学 
連絡先：華山 力成 
TEL：076-265-2727，e-mail：hanayama@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
当分野では，新たな細胞間情報伝達機構として近年注目されているエクソソームと

いう細胞外小胞の研究を行っています。エクソソームは，分泌細胞由来の蛋白質や脂

質，RNA 等を運ぶことで，免疫・老化・癌・ウイルス感染など様々な生命現象に関

与すると考えられていますが，未だにその生理機能はほとんど解明されていません。

更に近年，アルツハイマー病やパーキンソン病など神経変性疾患の原因分子がエクソ

ソームに含まれている事が明らかとなっていますが，これらの疾患の発症をどのよう

に引き起こすのかも解明されていません。 
そこで私達は，細胞生物学や生体内イメージング技術などを用いて，エクソソームの

生理機能や病気発症との関連性を明らかすることを目指しています。上記の課題に取

り組む過程で，様々な技術を覚え，日々発表される論文を的確に評価できる力を養う

よう指導します。 
週１回以上，研究室で実験をされる方（長期休暇や試験期間などを除く）を希望します。 

ホームページ  http://immunology.w3.kanazawa-u.ac.jp 

 

法医学 
連絡先：塚 正彦 
TEL：076-265-2223，e-mail：zukamasa@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

 

異状死体の大半は病死です。なかでも内因性急死の死後診察については経験のある医

師にとっても困難な場合があります。内因性急死の三分の二は，心臓・大血管及び頭蓋

内出血によって占められますが，当研究分野では，そのいずれにも関係する「血管壁組

織脆弱性」をキーワードに，形態観察及び酵素活性測定を土台とした，ゼラチナーゼ

（A 及び B：MMP-2/MMP-9）解析を軸にした研究を進めています。MRTでは法医解剖の見

学等を通じて，形態診断学の基礎となる肉眼解剖並びに病理組織学的解析に慣れ親しん

でもらいます。肉眼解剖を通して培われる力は，生きた患者を対象に児童虐待対応の現

場で求められる臨床法医学的な診察力に活かされる一方，病理組織診断はヒトゼラチナ

ーゼ解析等の生化学的検査結果と合わせ，生死を問わず法医鑑定に還元されます。社会

医学に属する研究分野の中で，この個別事例（症例）への貢献こそが， 

法医学に異彩を放たせます。研究に興味を持ちつつ，個人医学と社会医学とのバランス

を考えている学生さんに，法医学教室はお勧めの場所ではないでしょうか。 

http://immunology.w3.kanazawa-u.ac.jp/
mailto:atajima@med.kanazawa-u.ac.jp
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遺伝子・染色体構築学（がん進展制御研究所） 
連絡先：平尾 敦  
TEL：076-264-6755，e-mail：ahirao@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
幹細胞は，組織を構成細胞する階層構造の頂点に立ち，多系統にわたる分化

細胞を生み出すとともに，自身を造り出す自己複製能を持つ細胞である。がん

は，組織幹細胞が前駆細胞を経て分化するいずれかの段階で遺伝子変異および

エピジェネティックな変化が加わることによって，悪性形質を獲得する現象で

ある。がんは正常な細胞動態制御システムが破たんした状態であるものの，正

常組織細胞の運命決定システムの基盤上で，がんとしての様々な振る舞いを見

せている可能性が考えられる。本研究分野では，幹細胞研究を通して発がんメ

カニズムを知り，がん治療薬開発に向けた研究を行っている。 
 
 
 

 
 

腫瘍分子生物学（がん進展制御研究所） 
連絡先：高橋 智聡 
TEL：076-264-6750，e-mail：chtakaha@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
ヒトがんを理解し，克服するためには，患者さんから頂いたがんを解析する

ことも必要ですが，遺伝学的・分子生物学的・薬理学的な解析の容易なモデル

細胞・動物系を創出し，コントロールの行き届いた実験を行うことも必要です。

私たちは，ヒトがんにおいて高頻度で観察される遺伝子変異をマウスに導入す

ることによって，発がん・転移・薬剤耐性・がん幹細胞等の悪性形質を反映す

るモデル系を作製しています。モデル系がシンプルであるほどに，得られるデ

ータの量や確度が高くなり，そこで得た「ものさし」を用いて，実際のヒトが

んを効率的かつロジカルに解析することが可能になります。私たちは，また，

このようなモデルを用いて，がんを攻略する時の搦め手となる可能性のある新

規パスウェイを探索してきました。最近は，RB がん抑制遺伝子の多くの新規

機能や，がん幹細胞の成立・維持に必要な代謝様態の解明など行っています。 
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分子病態学（がん進展制御研究所） 
連絡先：後藤 典子  
TEL：076-264-6730，e-mail：ngotoh@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
癌と癌幹細胞に注目し，基礎研究から臨床へと連続する研究の展開を目指し

ています。最先端の分子生物学，細胞生物学的手法，さらにはシステム生物学

理論も組み合わせて，癌の早期発見や個々の患者に最適な治療法を選択するた

めの診断マーカーの抽出，そして新しい抗がん剤開発のための新たな分子標的

の発見を試み，トランスレーショナルリサーチへと展開しています。 
 基礎研究では特に，乳癌や肺癌など固形腫瘍の癌幹細胞が生体内に棲みつく

仕組みを明らかにすることを目指しています。ヒト乳癌臨床検体から，癌幹細

胞を培養することにも成功しました。培養皿の中に球状の塊となって棲みつく

癌幹細胞を調べ，癌の根治を目指して一緒に研究しませんか。 
 
 
 

腫瘍遺伝学（がん進展制御研究所） 
連絡先：大島 正伸  
TEL：076-264-6760，e-mail：oshimam@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
近年の診断および治療技術の発展により，がんは早期発見されれば多くの患

者が生存できるようになりました。しかし，転移や薬剤耐性などの悪性化した

「がん」に有効な治療薬は少なく，進行がん患者の生存率は低いのが現状です。

一方で，分子生物学研究やゲノム解析により，がんの発生や悪性化のメカニズ

ムが次第に明らかにされつつあります。腫瘍遺伝学研究分野では，大腸がん，

胃がんなどの転移・再発機構の解明を目指して，遺伝子改変マウスや，がん由

来オルガノイドの移植モデルなど，ヒトがん悪性化を再現したモデルを開発

し，がん細胞と間質細胞との複雑な相互作用に焦点を当てた研究を推進してい

ます。最先端の解析技術によるがん生物学の研究に参画しませんか。 
http://genetics.w3.kanazawa-u.ac.jp 

 

http://genetics.w3.kanazawa-u.ac.jp/


- 25 - 
 

疾患モデル分野（実験動物研究施設） 
連絡先：大黒 多希子  
TEL : 076-265-2460，e-mail : tdaikoku@kiea.m.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
ヒト疾患モデル動物は病態の解明や，診断・治療法の開発に非常に有用です。

疾患モデル分野では，ヒトサンプルの採取が困難である子宮の疾患（不妊症や

子宮体癌など）のモデルマウスを遺伝子改変によって作出すること，作出した

マウスを用いて疾患に関わる分子機構の解明および治療法の開発を行うこと

に着目して研究を展開しています。また，他分野の先生方と共同研究を展開し，

CRISPR/Cas9システムなどを用いて遺伝子改変マウスを作成して，子宮疾患以

外の疾患モデル動物の作出も精力的に行っています。 

 

 

 

疾患解析プローブ・ケミカル分野（アイソトープ総合研究施設） 
連絡先：北村 陽二  
TEL：076-265-2474，e-mail：ykitamu@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
「セラノスティクス（Theranostics）」とは，治療（Therapeutics）と診断

（Diagnostics）を組み合わせた新しい医療技術であり，患者個々における病態

像を正確に捉えた上で，適切な治療を施すことを目指しています。セラノステ

ィクスを実現する診断技術として，生体分子イメージング技術が重要となりま

す。生体分子イメージング技術は，生体での細胞／分子レベルの生理的・生化

学的・分子生物学的なプロセスの空間的・時間的分布をインビボで画像化し評

価する方法であり，医薬品開発，臨床画像診断，さらに広くライフサイエンス

研究で利用されています。当研究室では，①種々の疾患（がん，炎症性疾患，

糖尿病，認知症，こころの病気，循環器疾患など）を対象としたイメージング

プローブの開発と画像化研究，②開発したプローブを用いた生体機能や病因の

解明，③核医学治療用薬剤の開発などを行っています。国内外の大学や研究機

関，病院，企業などと連携して，新しい医療の創生に挑戦しています。 
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疾患オミクス分野（研究基盤支援施設） 
連絡先：堀家 慎一 
TEL：076-265-2775，e-mail：sihorike@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 

私たち人の体は約 200 種類もの細胞から構成されているが，それらはたった 1 つの

受精卵から派生しており，遺伝情報はすべて同一である。したがってそれぞれの細胞

は，役割に応じた必要な遺伝情報のみを適切に使用するようにコントロールされてい

るが，その役割を担っているのが「エピジェネティクス」である。エピジェネティク

ス制御の破綻は，がん，神経疾患，生活習慣病等，様々な疾患の直接的な要因となる

だけでなく，エピゲノムは生活環境により変化しうることから，病気のなりやすさや

薬効の個人差など，我々の「個」の違いに大きな影響を与えていると考えられている。

さらに，iPS 細胞などを用いた再生医療の実用化を目指す上でも，細胞が特定の機能

を獲得する過程でエピゲノム変化がどのように関わっているのかを明らかにする必

要があり，エピジェネティクス研究は極めて重要な課題となっている。 
私たちの研究室では，エピジェネティクスによる遺伝子発現制御メカニズムの解明に

取り組んでいる。ヒト染色体改変技術やゲノム編集技術などの手法を用い，マウス ES
細胞やヒト iPS 細胞から様々な疾患モデル細胞を樹立し，エピゲノムを介した疾患発

症機序の解明に取り組んでいる。 

 

 

代謝生理学（新学術創成研究機構 栄養・代謝研究ユニット） 
連絡先：井上 啓  
TEL：076-265-2840，e-mail：inoue-h@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 

心・脳血管疾患などの発症リスクを高めるメタボリックシンドロームは，肥満を要

因として耐糖能異常・脂質異常・高血圧を呈する病態であり，健康寿命の延伸を妨げ

る重要疾患として捉えられています。このメタボリックシンドロームの主要病因とし

て，インスリン抵抗性，すなわちインスリン作用の障害が知られています。近年，イ

ンスリン抵抗性の発症に，肝臓・筋肉・脂肪といったインスリン感受性臓器の障害だ

けでなく，中枢神経・膵臓といった非インスリン感受性臓器が関与している事，さら

には，それらの臓器が互いに影響しあい，病態を作り上げていくという事が分かって

きました。生体統御学部門では，個体の糖脂質代謝制御の要である肝臓と中枢神経と

のクロストークをモデルとして，臓器連関を担うメカニズムとその異常に関しての研

究教育に取り組んでいます。具体的には，1）肝臓におけるインスリン作用，特に糖

脂質代謝制御の仕組みの解明，2）中枢神経と肝臓との臓器連関の仕組みと重要性の

解明，3）中枢神経・肝臓連関の仕組みを用いたメタボリックシンドロームの新規治

療・予防法の解明に取り組んでいます。 



- 27 - 
 

神経発生学（新学術創成研究機構 数理神経科学ユニット） 
連絡先：佐藤 純  
TEL：076-265-2843，e-mail：makotos@staff.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

 
様々な生命現象は多数の遺伝子，蛋白質などの分子，細胞の複雑な相互作用によっ

て実現しています。一般的な生命科学ではこれらの因子１つ１つの働きを調べること

になりますが，このような方法では多数の因子から成る相互作用のネットワークがど

のように働いているのか，生命現象をシステムとして理解することはできません。 
 当研究室では数理モデリングと実験を組み合わせることで，生命現象を深く理解す

ることを目指しています。神経回路の形成機構，動作機構など，注目している現象を

数式によって表現し，コンピューターシミュレーションによって，直感的には理解す

ることができない複雑なメカニズムを明らかにしたり，新たな現象を予測することが

できます。 
 MRT プログラムでは研究室内で行う講習会を通してプログラム言語 MatLab を習

得していただき，生命現象を数理モデル化したり，コンピューターシミュレーション

のプログラムを作成するスキルを身につけて頂きます。数学と言っても高校数学が理

解できれば十分ですし，MatLab は初心者向けのプログラミング言語ですので，ハー

ドルは決して高くないと思います。ですが，プログラミングの経験者は大歓迎です。

数理モデリングやプログラミングはノート PC さえあればいつでもどこでもフレキ

シブルに研究を進めることができるので，医学類の学生にとって適した研究手法だと

思います。興味を持たれた方はお気軽にお問い合わせ下さい。 

 

内分泌・代謝内科学 
連絡先：篁 俊成 
TEL：076-265-2711（または 2710），e-mail：ttakamura@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 
 
私たちの教室は，附属病院で内分泌・代謝内科の診療を担いながら，内分泌・

代謝学の基礎研究を行っています。 
1． 内分泌・代謝内科の興味深い症例を解析することで，症例報告や臨床研

究を進めています。 
2.  基礎研究として，糖尿病をはじめとする生活習慣病の仕組みを解明する

ことで，新しい診断法や治療の開発を目指します。 
3. 国立 3 大学（金沢・千葉・長崎）が共同で大学院 先進予防医学研究科で， 
  能登の志賀町・富来町の住民を対象に検診を実施し，データを解析して

います。 
 

MRT プログラムでは，症例を解析→学会で発表→英語論文として投稿するこ

とを目指します。基礎研究あるいは能登での検診に参加し，データを解析，発

表することも可能です。これらの活動を通じて，将来，リサーチマインドを持

った臨床医となる基礎技術が身につきます。 
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細胞分子機能学 

連絡先：安藤 仁  
TEL：076-265-2450，e-mail：h-ando@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

 

睡眠や糖・脂質代謝など生体の様々な行動や生理機能には，２４時間を 1周

期とする概日リズム（circadian rhythm）が認められる。このリズムは身体の

状態を外部環境（昼夜）に合わせるために重要であり，このリズムと外部環境

とがずれた「時差ぼけ」状態では身体に様々な不調をきたす。近年，概日リズ

ムは，時計遺伝子群からなる細胞内体内時計が発振していることが判明し，さ

らに，体内時計の障害により高血圧，糖尿病，癌などのいわゆる生活習慣病が

惹起されることが明らかになってきた。そこで我々は，体内時計障害が生活習

慣病をもたらす機序を解明し，その治療薬を開発するための研究を行ってい

る。MRT では，自分自身で，動物実験を中心とした研究を実施し，結果を解析・

議論した上で，学会や国際誌に発表を行うことにより，優れた医師や研究者に

なるために必要な科学者としての視点を学んでもらう。 

 

 

 

 

腫瘍細胞生物学研究分野 (がん進展制御研究所) 
連絡先：平田 英周 
TEL：076-264-6710，e-mail：ehirata@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 
 

私たちの研究室は，現代の医学では治癒を得ることができない原発性・転

移性の悪性脳腫瘍に対する革新的な治療戦略の開発を目指して研究を進めて

います。この目的のため，独自に開発したマウスモデルと in vitro 共培養系

を駆使し，中枢神経系微小環境におけるがん細胞とグリア細胞との相互作用

に着目して研究を行っています。またこれとは別に，片頭痛の病態解明を目

指した研究も行っています。現在，進行中の研究テーマは以下の通りです。 
1. がん脳転移微小環境分子基盤の統合的理解と治療への応用 
2. 転移性脳腫瘍に対する新規治療戦略の開発 
3. 悪性グリオーマに対する新規細胞療法の開発 
4. 片頭痛の病態解明と新規治療法開発に関する研究 
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先鋭科学融合 
連絡先：齋藤 敦 
TEL：076-265-2225，e-mail：saitoa@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

 

 細胞内には特化した機能と構造をもつ細胞小器官（オルガネラ）が存在しています。

私たちはタンパクの合成や修飾を担うオルガネラ，小胞体の機能とストレス応答シグナ

ルの解明を推し進め，小胞体ストレスとよばれる小胞体の機能障害が疾患発症につなが

ること，一方で細胞の成熟や組織形成に必須の小胞体ストレス（生理的小胞体ストレ

ス）も存在することを明らかにしてきました。現在は生化学・分子生物学的手法や遺伝

子改変マウス，高解像度イメージング技術などを駆使しながら，小胞体だけに留まらず

様々なオルガネラ同士の機能連携とストレス応答の分子メカニズム解明に尽力していま

す。そしてオルガネラ機能の低下が疾患（癌，脂質代謝異常，骨軟骨形成不全，老化な

ど）の発症につながることを解き明かし，治療標的として確立することが大きな目標で

す。基礎研究に触れるだけでなく，英語論文の読解やプレゼンテーション技術の習得に

もチャレンジしてもらい，様々な分野で将来活躍するための基盤作りもサポートしま

す。 

 

循環器内科学 

連絡先：井上 己音 
TEL：076-265-2259，e-mail：oto0803inoue@gmail.com 

研究内容の紹介 

  

 私達は星の数ほどある人体の幹細胞の中から，特に治療効果の高いものを見つけ出し，

疾患に応用する試みを続けています。一番の特色は，実際に苦しんでいる患者さんから幹

細胞を採取し，壊死した組織に投与する臨床試験を行っていることです。幹細胞投与にて

最重症の足壊疽の患者さんの治療にも成功し，無事素敵なお仕事に復帰して頂きました。

そういったことをモチベーションに，日夜研究に没頭しています。 

 私達のチームでは，最先端の多臓器シングルセル解析，実際の患者さん由来の幹細胞を

用いた実験一式を，一緒に挑戦し学ぶことができます。また興味のある方は，世界日本人

研究者ネットワーク(UJA, UC Tomorrow)とのコラボの下，世界に挑戦中の日本人研究者，

成功し米国でラボを主催する日本人研究者・医師，日本人以外の国際色豊かな研究仲間，

などとのオンライン会話に参加し交流頂くことも推奨しています。このプログラムが皆さ

んにとって良い刺激・経験になることを望んでいます。 

ぜひ気軽にご連絡下さい。 
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消化管外科学／乳腺外科学 
連絡先：稲木 紀幸 

TEL：076-265-2369，e-mail：n.inaki@med.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

 
がん根治性向上を目指す AI支援手術の研究 

 

消化管外科学／乳腺外科学の領域では，がんの根治性を追求することが重要

課題です。近年，ロボット支援手術や内視鏡外科手術の進展により，鮮明な

術野映像をもとに，より精緻で低侵襲な手術が可能となってきました。さら

に AI技術の進歩により，術中の画像や動画を解析し，剥離層や重要臓器・神

経などの解剖学的構造をリアルタイムに可視化・提示するシステムの開発が

進んでいます。当教室では，AIによる術中画像認識技術を臨床手術に応用

し，安全かつ確実な手術手技の確立を目指した研究を行っています。本 MRT

プログラムを通して，AI技術と外科手術の融合による次世代の手術治療の実

現に貢献することを目指します。 

感染症科学・臨床検査医学 
連絡先：金森 肇 
TEL：076-265-2038, e-mail：kanamori@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

 

感染症は臓器によらず，全ての診療領域で遭遇する疾患です。診断・治療

に加えて，予防・疫学に関する知識が必要と考えます。薬剤耐性菌，新興・

再興感染症などの病原微生物が進化・多様化していますし，宿主要因により

影響を受けます。感染症は個人だけではなく，施設や社会で拡がる可能性が

ありますので，感染制御の知識・実践が必要と考えます。感染症を取り巻く

さまざまな問題の解決に向けて，感染症科学・臨床検査医学研究分野ならび

に大学病院感染症科，感染制御部，検査部は，基礎と臨床の両面から研究，

教育・研修，診療に取り組んでいます。私たちの研究分野では特に薬剤耐性

に関する感染症研究（薬剤耐性菌の分子疫学研究，微生物ゲノム，薬剤耐性

および感染伝播メカニズム，感染症の検査診断法，抗微生物薬適正使用，感

染予防と医療環境制御，薬剤耐性ワンヘルス等）に力を入れて取り組んでい

ます。感染症の症例報告や臨床分離株の解析も行っています。興味を持たれ

た方は，ご連絡下さい。 
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整形外科学 
連絡先：出村 諭 
TEL：076-265-2374，e-mail：seikei@med.kanazawa-u.ac.jp 
研究内容の紹介 

 
整形外科は，骨・関節・神経・筋・腱などの運動器に関する外傷や疾患の診療・研
究を行う分野です。近年の医学の進歩に伴い，単なる損傷部の修復や病変の除去に
とどまらず，「いかにして失われた形態を再生し，機能を再建するか」が重要な課
題となっています。当教室では，これらの課題に対して以下の研究テーマに取り組
んでいます。 
 

• 脂肪幹細胞を用いた骨・軟骨・末梢神経など筋骨格系組織の再生医療 
• 凍結および高圧処理技術を応用した処理骨に関する研究 
• 脊椎腫瘍治療における脊髄および脊椎循環動態の解析 
• 骨および軟部腫瘍における免疫機構の解明 
• 肉腫に対する強化免疫療法の開発 
• 脊柱変形の病態解明および脊椎矯正術のバイオメカニクス 
• カスタムメイドインプラントの開発 
• ヨード担持抗菌インプラントの感染抵抗性に関する評価 
• 腱・骨移行部の治癒過程促進に関する研究 
• 腱および半月板の再生医療に関する研究 
• スポーツ外傷予防プログラムの開発と評価 
• 手関節運動のバイオメカニクス解析 
• 末梢神経癒着防止に関する研究 
• 末梢神経再生機構の解明 

 

 

 

がん・老化生物学研究分野（がん進展制御研究所） 
連絡先：城村 由和 
TEL：076-264-6735，e-mail：johmuray@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

 

個体老化やがんを含めた加齢性疾病発症・進展には，DNA 損傷などで誘

導されるストレス応答の一つである細胞老化によって生じる不可逆的な細胞

増殖停止・生理活性因子の分泌等の特徴を示す細胞，いわゆる『老化細胞』

の蓄積が重要であることが明らかになりつつあります。一方，私たちの最新

の研究では，生体内に存在する様々な細胞種が老化細胞になること，それに

よる機能変容は細胞種ごとによって大きく異なることが分かってきました。

つまり，老化細胞の蓄積による加齢性疾病発症・進展を制御する上で，老化

細胞の織りなす多様性を分子レベルで理解することが最重要であると考えら

れます。そこで本研究分野においては，分子生物学・細胞生物学・マウス遺

伝学・情報生物学といった様々なアプローチを組みわせることで，生体内の

老化細胞の誘導・維持・機能変容の分子メカニズムを解明し，老化細胞の選

択的な除去・エピゲノム変換による細胞若返りなどといった革新的な老化細

胞制御法の開発を目指します。 
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免疫環境ダイナミクス研究分野（がん進展制御研究所） 
連絡先：岡本 一男 
TEL：076-264-6725，e-mail：okamotok@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

 

免疫系は数多の外的異物に晒されながら生きていくために身につけた，必須の生体防

御システムです。一方がんでは，がん細胞由来の変異タンパク質など(がん抗原)が非

自己として免疫系の攻撃対象となります。しかしがん細胞は様々な手立てを介して，

免疫系の攻撃から逃れる環境を築きます。こうした腫瘍環境は，免疫細胞とがん細胞

だけでなく，周囲の間葉系細胞や血管内皮細胞など様々な組織構成細胞との相互作用

が深く根付いています。私たちは，免疫系を中心とした多細胞間ネットワークを紐解

くことで，腫瘍微小環境の形成を細胞・分子レベルで理解し，がんの進展・転移抑制

や抗腫瘍免疫応答の強化に繋がる革新的医療技術の創出に取り組んでいます。 

具体的には，マウスのがんモデルの解析を中心に，シングルセル解析やバイオインフ

ォマティクス解析，フローサイトメトリー，免疫組織学的解析，遺伝子工学技術など

多岐にわたります。研究だけでなく，論理的思考力を鍛えるとともに，論文紹介や研

究発表のスキルも磨き，努力次第では学会発表や論文執筆にもチャレンジ可能。研究

の面白さをぜひ体験してください! 

 

機能ゲノミクス研究分野（がん進展制御研究所） 
連絡先：鈴木 健之 
TEL：076-264-6740，e-mail：suzuki-t@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

 

転移や治療抵抗性に代表される「がんの悪性進展」を制御することは，が

んの克服にとって極めて重要です。私たちは，悪性進展を誘導するがん細胞

の特性（幹細胞的特性，がん微小環境相互作用，シグナル伝達経路異常，エ

ピゲノム・エピトランスクリプトーム異常など）を分子レベルで理解するこ

とを目指して基礎医学研究を推進しています。悪性進展過程においては，が

ん微小環境に適応するがん細胞の可塑的性質の重要性が指摘されています。

その性質を担う分子基盤を解明するため，可逆的な遺伝子発現調節に関与す

るエピゲノム・エピトランスクリプトーム制御に特に焦点を当てて研究課題

に取り組んでいます。こうした研究を通して，悪性進展を阻止するための鍵

となる分子標的を同定し，臨床応用を視野に入れた新しい分子標的治療戦略

を確立することを目標としています。 
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ゲノム生物学研究分野（がん進展制御研究所） 
連絡先：磯崎 英子 
TEL：076-264-6745，e-mail：isozaki@staff.kanazawa-u.ac.jp 

研究内容の紹介 

 
 ゲノムは生命の根源であり，生物の生存維持の根幹を司る最も重要な役割を担って

います。個体を取り巻く環境からのストレスに応じてゲノムに変化が生じると，その

個体の進化，老化，そして悪性腫瘍の発症などに繋がります。近年，ゲノム解析技術

の進歩により，特定の遺伝子異常によって引き起こされる発がんのメカニズムが明ら

かにされてきましたが，機能が特定されていないゲノムの異常も依然として多く存在

します。私たちの最近の研究では，一塩基編集酵素である APOBEC3Aが，治療過程で蓄

積されるさまざまなゲノム異常の原因となることを明らかにしました。APOBEC3Aによ

るゲノム異常が蓄積したがん細胞は，薬剤に抵抗性を示して生き残ります。私たち

は，この現象を「がんの進化」として捉えています。さらに，APOBEC3A遺伝子のノッ

クアウトにより，薬剤耐性の獲得を遅延することができました。このように，がんの

進化メカニズムを解明することは，発がんや薬剤耐性の予防法の提案に繋がると考え

ています。当研究では，スーパーコンピューターを用いた全ゲノム解析と細胞やマウ

スを用いた生化学実験とを融合させることにより，がんの進化メカニズムの解明に取

り組んでいます。基礎的な実験手技の習得や新たな治療の提案に興味のある方，一緒

に研究の面白さを学びませんか？ 

https://www.isozakilab.com（研究室ホームページ） 

 

https://www.isozakilab.com/
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７．MRT プログラム委員会 
本プログラムに関する相談は，下記の MRT プログラム委員会が担当します。

遠慮なく連絡をください。 

 

■MRT プログラム委員会 連絡先 

堀 修   教授 （神経解剖学） 
076-265-2163，osamuh3@staff.kanazawa-u.ac.jp 
 
河﨑 洋志 教授 （脳神経医学）  
076-265-2363，kawasaki@med.kanazawa-u.ac.jp 
 
山本 靖彦 教授 （血管分子生物学） 
076-265-2181，yasuyama@med.kanazawa-u.ac.jp 
 
三枝 理博 教授 （統合神経生理学） 
076-265-2170，mieda@med.kanazawa-u.ac.jp 
 
倉知 慎  教授 （分子遺伝学） 
076-265-2176，kurachi@med.kanazawa-u.ac.jp 
 
齋藤 敦  教授 （先鋭科学融合研究分野） 
076-265-2225，saitoa@staff.kanazawa-u.ac.jp  
 
長田 直人 講師 （細胞分子機能学） 
076-265-2453，nnagata@staff.kanazawa-u.ac.jp 
 
水野 哲志 助教 （国際感染症制御学） 
076-265-2821，t.mizuno@staff.kanazawa-u.ac.jp 
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